
事例 2-1-5：株式会社佐藤金属 

「女性の資格取得支援を行うことで、女性の職域を拡大し、 

人手不足に対応している企業」 

 

宮城県岩沼市の株式会社佐藤金属(従業員 13名、資本金 1,000万円)は、特殊金属のリサイクルと金属系産業廃5 
棄物中間処分業を営む企業である。同社は、2011 年の東日本大震災により津波被害を受け、強い人手不足に陥っ

た。その際に女性従業員たちが会社を支えてくれたことから、女性活躍の多様性を見出し、活用を進めている。 

その一例として、同社の「資格取得支援制度」の活用がある。この制度は資格取得に係る費用を会社が支援し、

従業員の資格取得を促すものだ。 

この制度を活用し、一人の女性従業員がフォークリフトの資格を取得したことで、従来は男性従業員に頼って10 
いたフォークリフト操作を女性ができるようになり、作業効率が格段に向上した。その後には、他の女性従業員

も資格を取得しており、従来からあった“フォークリフトの操作は男性の役割”という固定観念が崩れた。女性

の活躍範囲が拡大したことで人手不足解消にも寄与しているという。 

また、育児等による時間の制約がある者に対し、柔軟なシフト制を敷いてパート女性の活用も進めた結果、東

日本大震災後は 3名の正社員と 2名のパート社員で再スタートした事業も、2018年には 13名の従業員が働きがい15 
をもって活躍し、より円滑なビジネスの拡大を支えている。 
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佐藤克己 代表取締役 フォークリフトを運転する女性従業員 

事例 2-1-4：ナザテック株式会社 

「固定観念を払拭し業務範囲を拡大させることで、 

女性の活躍を進めている企業」 

 

愛知県稲沢市のナザテック株式会社(従業員 76名、資本金 2,000万円)は、金属パイプ成形加工により、業務用5 
エアコン部品及び自動車用オートマチックトランスミッション部品の製造を主に行う企業である。 

同社では柔軟に勤務日が設定できるパートのシフト制度や、育児が落ち着いた女性には、時給制でフルタイム

勤務ができる「準社員」制度を適用し、女性活用を推進している。全従業員 76名の内、45名が女性であり、39

名が製造現場で積極的に働いている。また、同社の特徴として、固定観念を払拭して女性の業務範囲を拡大して

いる点が挙げられる。以前は、「溶接作業は危険だから男性の仕事」と決め付けられていた。しかし、業務繁忙期10 
の最中、女性従業員に、資格が不要な溶接作業に挑戦してもらったところ、何の問題もなく行うことができた。

二人目以降は、女性従業員側も抵抗なく取り組むようになり、その結果、今では女性従業員が溶接作業を行うこ

とは自然なこととなっている。その後は、溶接作業に従事する女性従業員には、会社が費用を負担して資格を取

得してもらい、技能手当も支給することで、女性従業員のモチベーション向上にもつなげているという。 

同社では、女性の活用を進めてきたことは人手不足の解消にも大きく寄与しており、今後も同様の取組を続け15 
ていくという。 

 

 

溶接作業を行う女性従業員 

 

 

 20 
 

 

 

 

 25 
 

 

 

 

 30 

深刻化する人手不足の現状第1章

144 2018 White Paper on Small and Medium Enterprises in Japan




